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研究成果の概要（和文）：　本研究は思想史的な観点から、シーア派とスンナ派の対立が頂点に達した10世紀以降、両
派の他者認識がいかに変遷していったのかを分析し、両派の関係に関する正しい理解を一般に提供することを目指した
。
　研究の結果、10世紀のイスマーイール派によるファーティマ朝樹立以降、スンナ派との対立は激化したものの、同朝
の衰退とアッバース朝の滅亡の結果、シーア派主流派とスンナ派は思想的に接近していったこと、その一方、シーア派
内極端派とスンナ派内保守派の間では他者否定の思想が純化していったことが判明した。

研究成果の概要（英文）： In this research project, I analyzed how the Shi`a-Sunni perceptions of each 
other had been changing since the 10th century, when the conflict of the two sects reached the apex, in 
order to provide a correct understanding about their historical relations.
 As the results of my research, it turns out that the mainstream of the Shi`ite, namely the Twelver 
Shi`is and the Ismailis, and the Sunnis got close to each other owing to the decline of the Ismaili 
Fatimids and the collapse of the Abbasids, although the establishment of the former dynasty had brought a 
serious friction between them. Meanwhile the small groups of radical Shi`is and the conservative Sunni 
thinkers purified their thoughts that deny the existence of the other sect.

研究分野： シーア派思想史

キーワード： シーア派　イスマーイール派　ドゥルーズ派　アラウィー派　ファーティマ朝　スンナ派　イブン・タ
イミーヤ
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１． 研究開始当初の背景 
 2003 年のイラク戦争後の混乱が主な原
因となって、イスラーム教には「宗派抗争」
のイメージがつきまとうようになった。だ
が、イラクにおいて対立しているとされる
スンナ派とシーア派は、必ずしも宗教問題
をめぐって衝突しているわけではないし、
宗教上の問題が衝突の火種となる場合であ
っても、その対立の背景となる思想が十分
に理解されているわけでもない。 
 
２．研究の目的 
 本研究は思想史的な観点から、909 年の
ファーティマ朝樹立によりシーア派（主に
イスマーイール派）とアッバース朝支持の
スンナ派の対立が頂点に達した 10〜11 世
紀を経て、12〜13 世紀の両王朝の滅亡によ
り宗派間の緊張が弛緩し、両派が共存する
に至る過程を分析することを目指した。こ
のような分析により、両派の関係に関する
正しい理解を一般に提供することも目的の
一つであった。 
 
３．研究の方法 
 本研究においては、シーア派とスンナ派の
対立がもっとも激化したファーティマ朝・ア
ッバース朝期（10〜11 世紀）の両派の論駁書
において敵対する宗派がいかに描かれたの
かをまずは分析し、他者否定の論理がいかに
変遷したのかを考察した。雑誌論文および①
図書①は、ファーティマ朝最盛期、すなわち
スンナ派にとってはシーア派の脅威がもっ
とも深刻だった時代にイスマーイール派思
想家が構築した思想とそこに見られる他者
観を分析したものである。雑誌論文②および
雑誌論文③は、12 世紀末のファーティマ朝滅
亡によりシーア派によるイスラーム世界制
覇の夢が絶たれ、シーア派に対する脅威が減
退した時代にイエメンで書かれたイスマー
イール派文献を分析の対象にしている。 
 王朝を樹立したイスマーイール派や東方
世界での民衆布教に成功した十二イマーム
派は、政治的、社会的に伸張したことにより、
スンナ派との対立が深まる一方で、その思想
は穏健化し、むしろスンナ派思想に接近しつ
つあった。このような傾向に背を向けて、
元々のシーア派思想を先鋭化させたのが、イ
スマーイール派から分派したドゥルーズ派
とイスマーイール派、十二イマーム派の影響
下で生まれたアラウィー派であった。本研究
の第二段階においては、10〜13 世紀にシーア
派内の主流派とは一線を画した教義と世界
観を形成した両派にも注目し、イスマーイー
ル派や十二イマーム派ほど研究が進んでい
ない両派の思想とそこに見られる他者認識
をも分析した。その成果となるものが学会発
表①②③④、図書③④であった。 
 ファーティマ朝イマーム=カリフ政権の滅
亡により、シーア派とスンナ派の対立の根幹
にあった指導者論をめぐる相違は現実世界

においては意味を失った。スンナ派カリフを
脅かす存在がいなくなり、主要な争点が無意
味化した時代にスンナ派がシーア派をどの
ように規定したのか、という問題についても
本研究は考察をおこなった。サラフィー主義
の源流と見なされ、現代に至る反シーア派主
義に大きく寄与したイブン・タイミーヤ
(1328 年没)のシーア派論をも扱っている研
究成果が学会発表②と図書④である。 
 本研究は、以上のように、宗派間の緊張が
もっとも高まった時代の他者認識が時代を
経るに従いどのように変化したのか、また思
想的にはスンナ派に接近した主流派のシー
ア派と、小規模であるが思想的には先鋭化し
た過激シーア派との間にはどのような違い
があったのかを考察することで、他者観の変
遷を明らかにすることを目指した。 
 
４．研究成果 
 ファーティマ朝イマーム=カリフとアッバ
ース朝カリフが覇権を争った時代に、主要な
争点である指導者論が両派において整備さ
れた。前者においては神話的宇宙論により王
朝の歴史的、宇宙論的使命が正統化される一
方で（図書①）、イスラーム哲学の理論を取
り入れることで指導者論が理性主義的に説
明されるようになった。しかし、対立点の先
鋭化は同時にそれ以外の領域での接近を生
み、哲学化した指導者論と宇宙論は、同じく
イスラーム哲学の影響を受けたスンナ派神
学と思想的土台を共有することにもなった
（雑誌論文①）。 
 この時期までのスンナ派の他者像につい
ては、神学の一部である分派学書を通じて分
析をおこなった（学会発表①）。分派学書に
おいて宗教上の他者が否定的に扱われてい
る点ではスンナ派もシーア派も変わらない
が、他者記述の手法、形式については類似し
たものになっており、指導者論に見受けられ
たような対立と近接がここにも見出せた。 
 その後ファーティマ朝が衰亡し、イスラー
ム世界の中心部におけるスンナ派の覇権が
確定すると、イエメンのイスマーイール派に
おいては哲学的思索が影を潜め、その宇宙創
成論は神話化し、敵対する他宗派を宇宙創成
論のレベルから悪と断ずる思想が成立する
ことになった（雑誌論文②③）。このように
本研究により、10〜12 世紀には政治的緊張の
高まりが思想的近接を生んだが、その一方で
政治的対立が緩和すると思想上の対立が高
まるという逆説が起きていたことが分かっ
た（図書③が示す通り、ファーティマ朝滅亡
後のシリアにおけるイスマーイール派のよ
うによりスンナ派への接近を強めるケース
もあった）。 
 一方、思想的にスンナ派に接近することに
なったイスマーイール派、十二イマーム派と
は違い、12 世紀以降、特定人物の神格化、輪
廻思想といった、スンナ派とは決して相容れ
ない思想を発展させたのがドゥルーズ派と



アラウィー派であった。スンナ派信徒を潜在
的な改宗対象と捉える前二派と違い、この両
派はスンナ派、シーア派を問わず自分たち以
外を宇宙創成以来の根源的な悪と見なした
（学会発表③④）。その善悪二元論はイエメ
ン・イスマーイール派と比べてもより徹底し
たものとなっている（雑誌論文②）。 
 激しいシーア派攻撃で知られるサラフィ
ー主義者（ISなどを含む）はその思想の多く
をイブン・タイミーヤに負っている。アッバ
ース朝滅亡後にモンゴルの時代に生きたイ
ブン・タイミーヤは、シーア派諸派を論駁し
ているが、懺悔の機会も与えず処刑という過
酷な判断を下しているのがドゥルーズ派と
アラウィー派であった（学会発表②）。イス
ラーム世界全体で見るとシーア派とスンナ
派の対立はかなりの程度緩和された時代で
あったが、歴史的シリア地域においては、ド
ゥルーズ派、アラウィー派、イブン・タイミ
ーヤが極端なまでに他者を否定する論を展
開していたのである。 
 本研究により得られた知見は以下の通り
である。 
(1) シーア派、スンナ派間における対立には
波があり、政治的緊張と宗教理論上の対立は
必ずしも連動しなかった。ファーティマ朝期
には政治対立に合わせて激しい論争が発生
したが、思想的な近接も生み出した。少なく
てもシーア派の側は相手を改宗の対象者と
考えていたので、他者否定の度合いはそれほ
ど高くなかった。 
(2) 他者否定の論理は置かれている状況に
大きく依存する。ファーティマ朝滅衰亡後の
イスマーイール派を例にとれば、シリアでは
よりスンナ派思想に接近することになった
が、イエメンではファーティマ朝期よりも厳
しい主張が生まれた。 
(3) 後の時代につながる他者否定の論理は、
本来の争点が消失した時期に生まれた。シー
ア派諸派の中でもっとも厳しく他者を否定
したドゥルーズ派、アラウィー派が活動して
いた歴史的シリアにおいて、現代につながる
反シーア派言説がイブン・タイミーヤによっ
て形成された。 
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